
Th. Stormの二つの背楽小説

武 田 l沼

Th. Storm (1817 88年1の昔、来小説というと."Ein stiller Musikant"と "Es¥¥'aγcn 

zwci K凸nigskinder"のこつということになるであろう。 l記者は 1875年、いわば中期の作

品で司後者は 1884年であるから，Wlの晩年の作品群の始めに位するということが出来ょう。

これらの作品をー績に音楽小説と言ってしまうには，多少の異論があるかも知れない。 "Ein

stiller Musikant" (1874-5年)は，彫刻家を主人公とした "Psyche"(1875年ト 画家を

主人公とした，， q̂uissubmcrsus" (1875-6年)と並べて， 初めから音楽家を主人公とする

Kunstlernovcl1cを目指していたと言うことが出来ょうが， "Es waren zwci K凸Iligskindcr'， 

は主人公が音楽家ではあるが，その中心線題は， Stormのすべての小説がそうであるように.

Liebcであるとする見解の方が普通のようである。しかし私はここでこれを一つの音楽小説と

J心その Haupimotivを音楽にありとして，そうした立場から一つの解釈を試みようとする
わけである。

まず最初に "Einst出etMusikant"の方から検討してみよう。これは Valelltill という

田舎町の音楽数仰がその昔を回顧するという，いわゆる Rahmen巴rzah1ungの形式をとって

いる。この老人は幼少の墳には頭の弱い司意志の薄弱な少年であったため，父親の厳格な音奈

教育にたえることが出来ない。それでも何とか音来を身につけて、ある町のピアノ教師をして

生計を立ててゆくまでになる。所がある発表演奏会でよぎなくピアノソロを引受ける破闘にな

るが、これは彼の能力を越えた行為であった。つまり彼はそこで己れの限度を越えたのである。

「私は怖が能力を恨んだことを引受けていたのでしたおこうして忽ち破綻が訪れる。紋は演奏

に失敗して，町を逃げ出す。そして結局再ぴ生れ故郷にかえって来て、そこで細々とピアノの

レッスンを授けて惑すこととなる。そしてこのように彼が己れの分をわきまえている限りにお

いては，音楽lま彼に円々のパンを与え、慰めともなり，安楽な余生を送らせてくれるのであと。

それのみならず彼の魂も救われる。 RPち彼のかつての唯一の愛情ーの対象であったとも思われる
下宿の娘 Auna.-ー彼は音楽を征服することも出来なかったように司女性も征服することは出

来なかったので， ~皮』とはある学枚数師と結婚してしまうーーその Anua の小さな娘にピアノ

を教えてやっていたが，そこでこの能力には欠けていたが，気質には恵まれていた老音楽家は，

以前これも同じ下宿の潜上の部屋に住んでいた年老ρた引退の女流歌手ー一一彼女は Mo泌氏自

身からチほどきをうけたことを誇りとしているーーから承け継いだ Mozartの真の精神を，こ

のかつての恋人の娘に教えこむのである。それで作宕が，後日ある音楽会で一人の新進女流歌

乎の演奏会に出席した時司ア γコールとして例の老音楽家が自作の詩に作曲した小曲を歌うの

を聞くことになるのである。それはもちろん幾分旧弊な曲ではあったが，人の心に訴えるには

充分なものをもっていたし，その歌い方もそれにふさわしいものであった。この新進歌手がつ

まり Valentinの教育したかつての恋人の娘であることは言うまでもない。こうして老人は，そ
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の時J土もうとうにこの伽こ!よいなかったが，彼の精神は，その魂は λnnaの娘の中に今なお

生きている，つまり不死の生命の庖を見出しているのである。しかしこのような音楽も，ひと

度彼が自分の分限をこえて，つまり主主が Annaの下宿でリハーサルをやった夜のように，

Annaと老引退歌子‘それにその愛犬とを前にして演奏する程度が彼に許された限度であった

のに.一一ー従ってそのま寺は立派に，つまり Mozartの精神をもって演奏することに成功した

のだったが一一多くの大衆を前にして彼等の魂を自己の演技によって酔わしめ，天才の，特!

の規定する方向へ持って行くといった行動法，Wi.には許されてはいなかったのだ。そういった

彼の態度。:ミューズの女神を傷つけたのだ。それで彼は失敗する。 Valelltinは音楽を支配

する人ではなくて，音楽に文配される人であ コた。つまりこの小説のモデルは彼の三男I<arl

であって，作者 TheodorStormではないのである。父 Stormは文学と音楽とをその生活の

中に引入れることをあくまで瞥戒し，その態度を終生崩すことはなかった。そして彼はそれを

Karlにも望んだのだoKarlが音楽の底にひそむ magischeGewaltによって破滅すること

を用心したのであった。だから限度を知った Valentinの魂に、あのような救済形式を与えた

ということは，王見災を絞れず，死とあくまで対決してこの 19世紀後半を生き抜いた詩人の結

論にふさわしいものと言わねばならぬであろう。「心はキリスト者で，頭は異端~であった」

Stormとしては，あくまでキリスト教的彼岸での救済という形を取ることは許されない。彼

にとっては現批だけが生の場であるが放に，この世でのみちたりた家庭生活，つまり Chodo-

wicckiや LudwigRichtcrの函< Biedermeier的光長が，この1止の楽園であり.それ以

外にはパラダイスは存在しないのである。そしてその現世の楽園の送盤をなすものは Liebe

である。それはもちろんごく身近かにいる人々への愛であり，身近な周辺への愛である。妥子

への、恋人への愛情司家庭と生れ故郷への愛，これが彼の小説の全舞台であって、そこには国

家や惟界，民族や戦争は存在しない。故郷 Husumとその住民地:彼の枇界と登場人物であっ

て，それだけで彼には充分であった。

この小;況ま設にも Grillparzerの音楽小説 "Dcrarme Sp凶lmann"を述惣させる。この

小花の主人公は Wicnの Prater広場の入口に立って Violincを午後一ばい弥いているが.

その泊におかれた惚子にな中々小銃';J:1/1りそうもない。しかし彼:円が暮れかかって，これか

ら人)，出始めようとする頃になると、もう家路をたどるのである。 "suntcerti dcniquc finc" 

L!Pち「物に、ま限度あり」というラテン認を口ずさみながら。しかし家で芯彼の此界が待ちうけ

ている。つまりそこで彼よいわゆる「神の恵みと恩箆lとを奏でるのである。 3皮や5&の美

しい響き，不協和脅から協和音への心地よい解決，導音が主音へと上昇-してゆくあの希望がみ

たされたような満足感(dieNota sensiblis stcigt wie cine erfullte Hoffnuug lunauf)，そ

ういったものを彼は一人で愉しんでいるのである。それは近所の人々や訪問者にはわけの分ら

ぬ騒音としか苅こえないであろうが，彼の耳には，否心にはそれこそ Mozartであり， J，S. 

Bachなのである。彼も乾物屋の娘 Barbaraとの恋に破れ，最後には 1830年春の Donau河

の氾僅の際に，宿の子供を洪水から救おうとして，自分も死んでゆ〈。しかし彼の魂は，彼の

ために事~~-切を取り行い，その唯一の遺品であった愛用の Violine をあくまで手放そうと

しなかった時の Barbaraの固に涙が光っていたことによって，救われたことをわれわれは知

るのである。己れの分限をよくわきまえて静かに一生を終えた音楽家の魂が司この世ではむく

いられなかった恋人の心に不死の姿をとり.そこに救済の座を見出しているという点では.こ
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の二つの音楽小滋は全く同じ範時にaする。これらの物語りで冷音:袈i土そのように人の心を浄
め，その魂に不死に値する輝きをそえる)Jをもっていたと見ることが出来よう。ところで'J，Ei礼

stillcr Musikant"も "Dcra廿ncSpiclmann" もその支の音来精神の鋭として Mozart を ~I

合いに出している。つまりここではそf来}よフランス革命以前の，啓蒙思潮的精怖の代弁者とし

て登場しているのである。しかし Stormは 19世紀後半を生きた好楽の詩人であった。彼の

貌しんだ音楽'，;1:Bachや Mozartの如き天伎の音楽だけではなかったであろう。そもそも文

学の批界において音葉とか音来的とかいう言葉侭使用されるとき、その内容は極めて漠然とし

ていて、その作g.がどの様な音、来を、どのような怠味で使用しているのか，ーさい不明のまま

見過ごされがちである。 Th，Mannが音楽について活る時，われわれ¥1:R， Wagncr の音~を

念頭におくことなしに;ま，イ可も理解出来ないであろうし， E，T，A. Ho仔mannの作品におい

ては，イタリー歌劇jから vVien楽派に至る音楽の官官E美を自ら体験することなしには、彼の

物藷りの見名岡管的(エンハルモーニッ シュ)な飛践についてゆくことは到底出来ないであろう。

又ニーチェが "Menschlichcs，Allzumenschlichcs" を匿名で出版しようとして‘ 出版社か

ら指否されるや，文中のもNagn巴rとある個所を全部 Kunst!crとお:き改めたという事実もあ

るのである。しからぽ Stonnにおいて音楽はどのように受け取られていたであろうか。

Storm の音~に虫せする態度は "Ein still巴rMusiJ王aut"の主人公のような甘い微温的なも

のではなかった。彼は HciJigcnstadtでも、故郷の Husum でも合唱団を組織して.その

拘嫁にあたっていたが，その練習はきびしく，助1えをしていた妹も度々俊の前で叱安された程

であった。練習がすめば‘ 4皮は紋ってピアノの葦をしめ，急いでマントをかぶって，さっとそ

の場を立ち去るのが常であった。 HciJigenstadtを去る時の告別演奏会で，彼は合唱の指t母体

を振ったが，その後で友人にこう報じている。「音の波が最終的に人々の昂まる胸から穆き渡

ったとき，私宮両手を胸にあてて波き出すのをじ 3とこらえねばならなかったj。愛妻 Con-

stanzeの埋葬わら家へもど フたときも，彼は一人ピアノに向って幾時間も弾きつづけていた

と言われている。こういった訊ーにおいても，彼は音楽の中にひそむある不気味なものの存在を

予感していて、それをきびしい規律の中にとじ込め、その damonischcGewaltのために自

己の仔在の危くされることを聖子成していたように思われる。それは音楽のみならず.文学に対

する彼の態度からも推測されうるo.iJ!<が終生法律家としての職業をすてなかったことについて、

F. Stuckcrtは次のように滋明している。「彼は職業としての，生活形態としての文学を信じ

なかった。彼法 Lyrikcrとして、何物かを市場にもたらすための詩作を、男子には全くふさ

わしからぬものと感じていたように，抱主、主文筆務xiについても‘むなしい行為の，性格的自己

放棄の危険をみた。それ故に Stormは自らをけっして Schriitstcllcrとは呼ぱず.いつも

Dichtcrと感じていた。詩人という身分は彼には良の天職，聖なる任務をti.味した。そこで彼

は自己の本質の;段高のカをもって献身し，それをパンをうるための労働}こ堕せしめようとは忠

わなかった。市民としての職業と芸術家としての天職の聞の緊張は，彼の人生にとっては、苦

悩と幸福とのように守必要なものであったのだ。」このように芸術に対する彼の態度には.i分

をわきまえるj態度の外に，芸術に対する一種の長敬の念がこもっていた。芸術を自己の肉体

的生存の維持手段として利用したり，自己の空しい名声の料に供したりすることは，彼にとっ

ては冒演と思われたことであろう。しかしひと皮そこに身を投ずれば，それは永遠のための自
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己犠牲であることを，晩年の Schimmelrcitcrの作者は早くから知っていたのである。笑は犠

牲を要求する。そこに芸術にひそむ magischcGewal tの存在がうかがわれる。紋はどこでも

己れの分限を守り通す，その作品以外では。芸術にひそむ魔力は，主主にとっては女性の官能や

酒のもつ d巴rberauschende Geistと同じ<， 観念的には所詮抵抗しえないものであった。

それは何ごとにも「心のおもむくままにJ従った司「一度心の命じたことにはz反対する こと

は出来なかったし，叉反対しようともしなかったj彼の心の避けることの出来ぬ結果であった。

この男性の，そのような官能に訴えるものに対する無条件降伏は，彼のすべての作品のMotiv

となっている。そして彼の処世術， IlPち文学に対する.更に音楽に対する態度こそ最も雄弁に

彼のこの警戒を裏書きしていると言うことが出来よう。

4皮が "Immensee'fを普いたのは 18-18年，即ち彼の 31才の時である。 このような いわ
ゆる Stimrnungsnovelleは 1856年までで，その後の彼の作品は 10年間の，，1mSch1os"， 

，，1n St. ]llrgen"等における人間心理の探求の時期をへて，漸次悲劇的結末をもっ， いわゆる

die tragische SchicksalsnovelIeへと深入りしてゆく。 この-1871年から死に至るまでの悲

劇的運命観の下に害かれた作品群は，大きく分けて二つに区分することが出来ょう。その前期

は人生における死の不可避性，男女の問題における悲劇的宿命観等から来る個人の側地主らの諦

めと， 神によるのではなし人間による救いとしての慰めのムードが，その基調となっている。

キリスト教と妥協するには余りに良心的で，自分の心を決してごまかすことの出来 なかった

Stormは， 最後まで人生との戦いを遂行しなければならなかった。そしてその当然の帰結と

して人生のきびしさは，諦めや慰めの甘いムードでは片づけられうるものではなくなってくる。

こうして 1880年から死の 88年に至るまで，即ちwtの最後の作品 Schimmelreiterに至る
きびしい仮借のない悲劇の舞台が登場する。そこにはもはや，人間の考え方による一時的な，個

人的な解決はありえな<，人間一般が運命のきずなの中にいや応なしに，{f;:き込まれてゆく。

Sclumrnelreiterの主人公 iHallkeHeienの死は一つの終りでもなく、 もちろん救済でもな

し更に永遠の幸福や絶対的無への投入でもなくて，それは一つのより向い神話的現実 eine

hohere mythische Wirklichkeit (淀妨にまつわる「白馬の騎士」の伝説) への転[じでありJ，
更に「その永遠への転化は (Goetheの Faustにおける如く)務仕的行為によるのではなく

て，自己の犠牲によってえられるものであり，それがさ邑の打破しえない悲劇的法則である。J
(S旬 ckert: "Th. Storm")そしてこの悲劇は 「倒人の最高の良心の決定にゆだねられてい

るJのであるから，その自己犠牲を抱否するか、受け入れるか，という問題が人間精神にきび
しくのしかかって来る。こういった死との対決，死を passivな状態で迎える時のではなく ，

aktivな態度で，自由意志を以て;rEと対決するときの心境一一例えば "Rcnate“(1787年)

の主人公のま口しきびしい悲劇の犠牲となるべきものは， i意志のない諦める人間ではなくて，

敵の勢力にたおれるまで闘って亡びゆくもの」である一一そこまでに到達した晩年の Storm

の苛烈な精神にとっては， "Eill stilIer Mllsikant“の甘い諦めのムードでは， 到底満足しう

るものではなくなっていたことは言うまでもない。

"Es waren zwei Konigskillder"の主人公 Marxは Schwaben とフランス人の混血児

であるという所に，何かある激しいものに対する伏線がヲ|かれて ある。M乱rxが Vogelsang

湖畔で自らの命を断つのは，表面上は失恋と自分の休は笹宮の暴行によって汚されてしまった
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のだという被害妥忽，強迫観念等の結果であるが，そこまで彼を沿いやったものは，天才的音

楽学生としての彼の人生観が大きく左右しているように思われる。恋愛中の Marxは Chopi旦

の幽しか弾かない。彼は自分を汚れた体と思いこみ，恋人との和解の可能性の芽も自らつんで

しまう。そこには Chopinの音楽のもつ妥協を許さぬ絶対性，高度の純粋さが相互作用して

はいなかったであろうか。彼は友にこう告内するのである。 ..1chdarf das reinc Kind mit 

diesen Handen nicht beruhren. " Stormは苦悩，歓喜，体験，僚笥，絶望といったものの

全世界を唯一つの Symbolの中に圧縮する乎法を好んで用いる。，)mmenseett における魅

感的に美しい，乎のとどかむ水量)!， ，，1n St. Jurgen"における燕、 ..Waldwinkcl"の犬 Leo，

"Druben am Markt" における Paulと Virginicの絵，そしてここで Chopinの音楽はそ

のような役割を担つてはいないだろうか。彼は湖畔ーの森で一人死んでゆくときも，黒の正装を

している。それは自分の母校の名を辱かしめたくなかったからである。 この Rahmenerzah-

lungの冒頭で，符しチはこう言うのである。 ..Wcnnman nicht naher zusah， so war 

es auch nur ein Rausch -ein Rauschlein! - Meine nachsten Frcunde vom heiligen 

Konservatorium， wo sind sie? Man soll sich in acht nehmcn; es liegt uns uberall im 

Wege." Stormは自己の宵・春を振り返って，自分自身にそう言いきかせているのではないか。

そこには又その純粋な精神に若い青春を燃焼して死んでいった Lubeck時代の友 Ferdi旦and

R凸seへの回想と数訓があるのかも知れないo..Ein stiller Musikant"は彼の三番目の男の

子 Karlをモデルにした。彼は Valentin同線頭の弱い子であったから，親の心にはたえず

気にかかっていたようであった。 Karlは Valentin同様ある田舎町の音業教師として比較的

短かい一生を終えた。父 Stormは彼が音楽の精にとりつれるという危倶を感じて， ..Ein 

stiller Musikant“を書いたのかも知れない。しかし ..Einstiller Musikant" と同年作の

..1m Waldwinkel"において，あれ程やすやすと女性の官官Eに対する男性の敗北を描いた彼

が，同じく sinnlichな芸術を課題としたこの同年の作品で，甘い Entsagungの歌をうたっ

て，それで解決ずみとすましていることは、作家としての Stormにはたえられなかったので

はあるまいか。それで 10年後に Karlから ..Eswarcn z¥Vci Konigskinder"の話をきい

たと き， JW~にそれをそのまま一つの作品にまとめ上げることが出来たので，それは彼にとっ

てよ，或いは 10年間の不満を一気に晴うすように思えたことであろう。酒の魔カへの恐怖に

ついては，彼は長男 Hansでいやという程苦い体験をなめさせられているのだから， .，John 

Riev"の中で「それ (酒)は神様がわしら水夫に Labsalとしておさずけ下さったものだJ

というのに対して， Annaにこ う答えさせることも出来たわけである。 rーー・でも設も飲んで
いいものではありません。それは私達の理性を殺してしまいます。そうすると怒魔が私達にお

そいかかって参ります。 DieBosen haben dann die Gewalt uber uns. J この最後の言葉

は ..CarstenCurator"における次の言葉と会く符号する， .&pちCarstenが結婚した Juliane，

そ してその結果生れた一人息子のために彼が悩まねばならなかった J l1liane を，~のように

回想する。「しかし神様が彼女に与えたものは.美しさではなかった。彼女の自の中 に動いて

いた dieb凸seLl1st，それが彼女を美しくしたのだ。J酒も女も，いわば彼にとっ ては die

b凸seLustであるのだが，しかし現実から目をそらすことの許されない彼のレアリス トとし

ての性格は，その美しさにふれて，抵抗出来ずにたやすく亡んでゆくのである。彼にとって人

集はあくまで有限であり， vergan!l'lichなものである。この意織はたえず彼の心を離れず， t皮
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はいつもこの考えから逃れることは出来なかった。それでもこれを生き抜こうとする彼の態度，

つまり「運命を dennochの中につき抜けようとする勇気J.Stuckertはこれを heroischer
Pcssimismusと称しているが， このようなたえざる緊践と闘争には，やはり一つの慰め請し

いたわりが絶対に必要であった。，，1mSchlos"の中で， r愛は，死すべき存在である人間の
孤独に対する不安以外の何物でもない」と言っているが， Stormにとっては「何がなくとも

いい，愛だけはあふれる程なければならない」のだった。「そこに怒魔のしかけたわながある」

と E.T.A. Ho鉦mannは言うであろう。事実彼の作品中の主人公の悲劇は， すべて愛の裏

切りから来ている。彼の精神の Vラマは，事ltの措く作品問機あくまで現世という Rahmenの

中で演ぜられねばならないということは，宗教を拒否した人聞の宅地の避けることの出来ない運

命である。そして愛情・におけると同様，芸術にも又彼自身よくその本質にひそむ Gewaltを認

め，あくまでこれをその生活の分野にまで引入れることを拒否したのであった。 この未然に防

智えた危険を一つの作品に仕上げるという ことは，Realistとしての彼にとっては従って困難

であったと思われる。彼のどの作品の女性にも Doris即ち，彼が Constanzeとの平和な家庭

を維持するために静かに諦めねばならなかった，自分よりも 11才も年下の少女 Dorothea

]ensen の面影が漂っているように，叉その数多い持情詩においても，自己の体験によら~る

ものは一つも書かなかった程，彼はすべてにおいて自己の体験をその詩作の基盤としていたの

だったから。さればこそ Karlのこの諮は Stof王jagdに悩んでいた Stormにとっては，も

っけの幸いであったろう。彼はその話をすぐに，ほとんどそのまま手を加えずに一編の

Novelleに書き上げた。それが "Es¥varen z，v巴iK凸nigskinder"であった。彼の心にそれ
を受け入れる用意がなければ，この話も彼の手によって一個の芸術作品として生れ出ることは

望めることではない。もし彼が "Einstiller Musikant"一作で音楽との対決を終えていたら，

彼は音楽の一面のみを描いた，即ち夫伎としての療のみを描いたことに対する割り切れない気

持を，心の片隅にもちつづけねばならなかったであろう。そしてそれは晩年の Stormにとっ

ては，特に気にかかったことではなかったろうか。 "Psyche"の如き楽天的芸術観はもはや過

去のものであって，晩年の依の心境には適用しない。従って Scbimmelrciterへと通ずる最

後のきびしい仮借のない怒劇的運命の表現である作品鮮の及初じこの音楽が不気味なカ， t!p 

ち悪魔の姿として登場するとも言いうる作品 "Eswarcn zwci Konigskinder“が存在する

ということは，彼の全作品の歩みとその発展の経過からいっても当然であり，又この作品をそ

のように，いわば 10年前の安易な妥協と一時的解決の訂正として受け取ることが，作品にお

いても，生活においても調和的解決を何よりも愛した彼にとって，好ましい受取り方のように

思われるのである。当時の批評は，これを一個の恋愛小説と見て，その主人公の死の動機の薄

弱さを指摘してはいるが -。 (1964. 7. 10) 

※ 

テクスト THEODORSTORMS WERKE， Gesamtausgabe (Cotta) 

主なる重量考文献 FranzStuckert: .，Theodor Storm" (C. Schunemann Verlag) 

その他9
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Zwei musikalische Novellen von Theodor Storm. 

Akira Takeda 

Als zwei musikalische Novellen von Th. Storm ncnne ich hier "Ein stiller Musi-

kant" und "Es waren zwei K凸nigskind巴r". Die erstere geh凸rtseincn Mittelwerken 

und die letztere den Spatwerken. Und rnir scheint aus diesen beidell Novellen seille 

Kunstanschauung erfahrcn zu k凸nnen.Namlich ill "Ein stiller Musikant" kommt 

die Musik in die Seele des Helden Valentin als Engel sanft und trostreich herab， 

w邑hrendin "Es waren zwei Konigskinder" sic als Teufel hevortritt und den Helden 

Marx zerstort. Seit dem Mittelalter hatte die Musik die Rolle des Engels gespielt， 

aber schon in der Zeit der Spatromantik， wo der alte Storm atmete， war sie nicht 

einfach rein Himmlisches， sond巴rnverIuhrte die Menschen mit ihrer magischen 

Gewalt hin und zwang sie in die H凸llehinunter wie in den Werken von E. T. A. 

Hoffmann. Etwas Aehnliches ahnt mir auch in Storms Novelle Es waren zwei 

Konigskinder und in deren Motive. 




